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一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２４年第１回姶良市議会定例会（３月１９日（月）） 午前９時開会 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．河東 律子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「霧島錦江湾国

立公園」化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．廃棄物のリサイ

クルについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．柔道の安全につ

いて 

 「霧島屋久国立公園」を分割し、「霧

島錦江湾国立公園」が 3 月 16 日に官報

告示され誕生した。 

湾奥の姶良カルデラの価値が評価さ

れたものと考える。 

 景観を維持する海域公園区、陸地で

は地上のカルデラ壁保護のため 5 か所

が指定され、重富海岸・脇元が加えら

れている。 

 錦江湾の国立公園誕生を機に、姶良

市としてその保護や利用の促進が必要

となると思う。どのような施策を考え

ているか。 

 また、観光との結びつきをどのよう

に考えるか。 

 

 

 環境問題は、暮らし良い環境を未来

へ引き継いでいく活動であると考え

る。 

 循環型社会の構築のためには、姶良

市のリサイクル率をもっと上げる必要

があると思う。 

（１）生ゴミ・剪定木の活用、衣類の

リサイクルなどを推進し、ごみの減量

を図ってはどうか。 

 

（２）その他リサイクル可能なものは

ないか。 

 

 

24 年 4 月から中学１・２年生の体育

に武道が必修となった。柔道を選択す

る学校が多い中、柔道は他の種目と比

べ事故の割合が多いという報告もあ

市長 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．河東 律子 り、保護者の中にも不安視する声があ

る。 

柔道指導における安全をどのように

図っていくか。 

 

教育委員長 

２．出水 昭彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．保育所や、おお

くすちびっ子園の待

機解消について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学童保育の安定

的な運営対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長の今回の施政方針３ｐでは、次

世代育成支援対策行動計画に基づき民

間保育所の施設改修を促進し、保育定

員の増を図り、潜在的な保育需要を充

実させる。 

又、総合計画の前期戦略プロジェク

トの説明でも、次世代育成支援対策行

動計画に基づく施設整備等による保育

所の待機児童の早期解消、小学校就学

後の子どもたちも、安全に安心して生

活できる環境整備など、乳児期から学

齢期まで切れ目のない一貫した支援に

取り組むとのことである。 

おおくすちびっこ園の保護者から

は、平成２３年１１月２４日付で（待

機児童問題についての要望書）が出さ

れている。待機児童解消の具体的な、

早期の対策が望まれているが、どのよ

うに考えるか。 

 

 

現在姶良市内の学童保育の運営は、

保育施設として、私立の施設、学校の

余裕教室、地区公民館などの利用、学

校敷地内にプレハブ建屋を設置してい

る所、などさまざまである。 

大楠児童クラブは平成２３年度は学

校余裕教室を利用させてもらったが、

平成２４年度は、蒲生小学校の新入生

が６０人を超える見込みで、１年生は

３クラス編成になる予定であり、さら

に特別支援児童の増加があり、学校全

体で２クラス分教室を使用する事にな

る。 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．出水 昭彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．公営住宅の整備 

平成２４年度は、図工室を開放して

もらい、なんとか学童を運営する事が

出来そうであるが、平成２５年度の新

入生も６０人を超える見込みであり、

１，２年生共に３クラス編成になるよ

うである。そうなると、学童保育に充

てられる教室は無くなる。 

そこで、加治木小、錦江小でおこな

っている、プレハブ建屋を学校敷地内

に設置する方法を、姶良市全域に適用

する事は出来ないか。 

民間運営の学童保育は学校利用とは

いかないであろうが、保護者会等が主

体となる、運営委員会方式の学童を 

その対象とする考えはないか。 

 

 

議案第１４号姶良市移住定住促進条

例で中山間地域の人口増を図るが、持

ち家の増加促進のみではなく、公営住

宅を増やして、人口増、子育て世代の

増加を図る考えはないか。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

３．玉利 道満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．総合計画につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本理念が新しく制定された。 

（１）合併時の基本理念と今回策定さ

れた基本理念の相違点はどのようなと

ころにあると考えているか。 

 

（２）第１次実施計画と第２次実施計

画との整合性はどのように図られてい

るか。 

 

（３）姶良市行政改革大綱との整合性

をどのように考えていくのか。 

 

（４）地域・協働の視点からの施策が

示された。 

①集落活性化制度の創設 

②市のコミュニティビジョンの策

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

３．玉利 道満  

 

 

 

 

２．行政改革につい

て 

定 

③新たなコミュニティ組織の創設 

 どのような構想を考えているか。 

 

 

 行政改革大綱と実施計画が示され

た。 

（１）分権型社会にふさわしい行政シ

ステムについて、どのように考えてい

るか。 

 

（２）ユニークで姶良市独自の政策を

常に提案し、実行する職員をどのよう

に育成しようと考えているのか。 

 

市長 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

４．川原林 晃 １．市の滞納額等に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市の発注の指名

競争入札について 

 市の滞納額は、平成２２年度決算認

定を調べると、一般会計で約７億１,６

００万円、国保特別会計で約６億５,０

００万円あったようである。直近の全

滞納額を問う。 

 また、特に次の３点について問う。 

（１）国民健康保険税の直近の滞納額

と徴収率、これまでの徴収方法、これ

からの徴収対策について問う。 

 

（２）市営住宅使用料の直近の滞納額

と徴収率、これまでの徴収方法、これ

からの徴収対策について問う。 

 

（３）各小・中学校の給食費の直近の

未納額（滞納額）と徴収率、これまで

の徴収方法、これからの徴収対策につ

いて問う。 

 

 

（１）指名競争入札をする時にどのよ

うな指導をするのか。 

 

（２）市、県費の入札で業者が工期遅

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員長 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

れの業者はなかったか。あったらどの

ような対応をするのか。 

 

（３）建設、土木工事で、白のナンバ

ーの大型ダンプを使っているのをよく

見るが、これは法律にふれるのではな

いか。市はどのような指導をするのか。 

 

市長 

５．神村 次郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．防災対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年の東日本大震災は、防災体制に

ついて基本から問い直す大きな課題と

なった。市民が安心して安全に暮らせ

ることについて、考え直す良い機会と

とらえ行政としてもメリハリをつけた

予算の確保が必要となっている。 

次のことについて問う。 

 

（１）加治木地区の防災無線の整備が

２４年度計画されている。拡声器の設

置計画の内容を問う。又、拡声器の整

備と同時に個別受信機の設置も非常に

重要と思う。加治木・姶良地区全戸に

計画出来ないか問う。 

 

（２）津波や洪水などへの防災意識を

高める為、海抜や高台の方向、川から

の距離等を表示した看板を公共施設 

・避難所・学校等に設置できないか問

う。 

 

（３）東日本大震災では、市役所が流

失する等の被害を受けた所もあった。 

①地震・津波その他の災害時の市役所

の機能等（災害対策本部、書類データ

の保存）の確保は検討されているか問

う。 

 

②他市との災害発生後の市役所どうし

の応援協定等は検討できないか問う。 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

５．神村 次郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学校給食につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．行政改革につい

て 

 

 安全・安心、食に関する指導、地場

産の食材の活用等を図りながら学校給

食を実施するとされ、又、一方では建

昌小学校の分離・新設に伴う調理場の

建設に向けた準備に取り組むと施政方

針に示されている。現在の進捗状況を

問う。 

 

（１）自校方式を変えることとなるが、

どの様な検討をされたか問う。 

（２）建設予定地はどこか問う。 

 

 

 限られた行政資源で効率的、効果的

に、又、安定した行財政を運営してい

く為の行政改革大綱実施計画が示され

ている。以下について問う。 

定員適正化計画について 

（１）今回の計画で、質の高い行政サ

ービスを将来にわたって維持できるか

問う。 

 

（２）消防職員の定数は、非常時の対

応に満足しているか問う。 

 

 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 


